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（
住
所
）
明
日
香
村
稲
渕
６
９
８

（
祭
神
）
宇
須
多
岐
比
売
命
、
神
功
皇
后

応
神
天
皇

（
交
通
）
近
鉄
飛
鳥
駅
な
ど
か
ら
奈
良
交

通
赤
か
め
バ
ス
石
舞
台
バ
ス
停

下
車
奥
飛
鳥
方
面
徒
歩

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
（
電
話
）
な
し

階
段
200
段
丘
陵
中
腹
に
鎮
座

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

飛
鳥
川
上
坐
宇
須
多
岐
比
売
命
神
社
の
拝
殿
‖
明
日
香
村
で

日
本
一
長
い
名
前
の
飛
鳥

川
上
坐
宇
須
多
岐
比
売
命

神
社
は
、
飛
鳥
川
を
さ
か
の

ぼ
り
、
稲
淵
の
集
落
を
過
ぎ

た
丘
陵
中
腹
に
鎮
座
し
ま

す
。明

治
時
代
よ
り
入
谷
、

畑
、
稲
淵
、
栢
森
の
氏
神

で
、
延
喜
式
内
社
で
す
。

約
２
０
０
段
の
階
段
を
登

り
切
る
と
正
面
に
拝
殿
、
左

方
に
八
幡
神
社
、
右
方
に
神

功
皇
后
社
が
あ
り
ま
す
が
、

本
殿
は
な
く
、
拝
殿
後
方
の

南
淵
山
を
ご
神
体
と
す
る
原

始
信
仰
の
形
が
残
り
ま
す
。

主
祭
神
の
宇
須
多
岐
比
売

命
は
福
岡
県
の
宗
像
大
社
に

ま
つ
ら
れ
る
三
女
神
の
一

つ
、
湍
津
姫
命
の
別
名
で
、

当
社
の
南
、
栢
森
に
位
置
す

る
神
社
の
祭
神
、
加
夜
奈
留

美

命

の
母
と
伝
わ
り
ま

す
。日

本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
６

４
２
（
皇
極
元
）
年
に
皇
極

天
皇
は
「
南
淵
の
河
上
」
で

雨
乞
い
の
祭
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
場
所
が

当
社
あ
た
り
と
も
い
わ
れ

ま
す
。

江
戸
前
期
〜
明
治
末
の
奈

良
盆
地
の
雨
乞
い
行
事
「
な

も
で
踊
り
」
は
、
多
く
の
神

社
に
そ
の
様
子
を
記
し
た
絵

馬
が
残
り
、
当
社
の
も
の
は

「
本
な
も
で
」
と
称
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
沿
い
保
存
会

が
復
活
さ
せ
た
も
の
が
現
在

の
「
南
無
天
踊
り
」
で
す
。

奈
良
市
出
身
の
映
画
監

督
、
河
瀬
直
美
さ
ん
の
作
品

「
朱
花
の
月
」
の
撮
影
も
当

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
は
古
く
か
ら
宇
佐

八
幡
と
称
さ
れ
、
境
内
に
は

１
５
５
３
（
天
文

）
年
の

稲
淵
宇
佐
八
幡
の
銘
を
持
つ

湯
釜
が
あ
り
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

田
村
基
樹
）

飛
鳥
川
上
坐
宇
須
多
岐
比
売
命
神
社
（
明
日
香
村
）
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